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入学者選抜学力検査問題
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1 試験開始の合図まで,との問題冊子と解答用紙を開いてはいけません。

問題冊子の枚数は,表紙,草稿用紙を含めて6枚です。

問題冊子とは別に解答用紙が6枚あります。

事項

2

3

目

4

(機械工学専攻)

問題は4問あります。全問解答してください。

5 試験開始の合図の後すぐに,すべての解答用紙の所定の箇所に受験番号を記入してください。

解答は必ず各問題別の解答用紙の所定の欄に記入してください。解答用紙の裏面には停答を記
入しないでください。
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7 落丁,乱丁,印刷不鮮明の箇所などがあれば,ただちに申し出てください。

問題冊子の余白は草稿用として使用しても構いません。

試験終了時刻まで退出してはいけません。
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10 問題冊子は持ち帰ってください。
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[ 1 ] 以下の微分方程式

にっいて問いに答えよ。

(D 与式を([三至1ヨ)心一(区亙ヨ)dy*0の形にしたとき,[^と[三亘ヨに当
てはまる式を選択肢から選べ。

3y4 3χ2y,χ+3y3,χ3+3y43χ2,選択肢 y, ,

(2)与式が完全微分方程式か判定せよ。

B)次の文章の[1王ヨ~[1亙ヨに当てはまる式を選択肢から選べ。

問(1)の式は,

が([1王ヨ)・[1三ヨ卿*0
のように書ける。

さらに,両辺に[1^を掛けると,
[1Ξ]([1亘ヨ)・区亙ヨ卿・0
と変形できる。

目

χ,

3χ y

χ3 + 3y4

y, y-2,3y2,3y4,

1

選択肢 3ydx - xdy

(4)与式の一般解を求めよ。
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[ 2 ] 以下の行列A,ベクトルBに関する問いに答えよ。ただし,
あり,0を零べクトルとする

(D 行列Aの行列式を求めよ。

(2)方程式AX=Bを満たすべクトルXが一意的に定まるとき, Xを求めよ

件を示せ。また,そのときのX を求めよ。

(4)問(3)の条件を満たすとき,方程式AX =Bを満たすべクトルX が存在するた

めの, b,Cに関する条件を示せ。また,そのときのX1を求めよ。
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α,b,Cは実数で
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こ関する条在するためのベク=0を満たす0でな レノト



[3]以下の問いに答えよ。ただし虚数単位はiで表すものとする。

a)以下の設問に答えよ。ただし複素数2の偏角の主値をAr Zで表し,
πとする。偏角の単位はradである 0

ア・偏角 2,絶対値5の複素数をα+biの形式(α, bは実数)で表せ。
イ.-3十心'iの絶対値と偏角の主値を求めよ 0

(2)次の複素関数

について以下の設問に答えよ。

ア.特異点をすべて求めよ。

イ.零点をすべて求めよ。

(3)次の複素関数

0

(Z + 1)(Z2 + 2Z + 101)

e-Z + ez

目

ついて以下の設問に答えよ。

留数をすべて求めよ。

Z=ー+iを中心とする半径1の円に沿って反時計回りの複素積分を求めよ

Z=0を中心とする半径2の円に沿って時計回りの複素積分を求めよ。

一πく Argz s
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[ 4 ]

(D 次の関数f(t)のラプラス変換ι舮(t)}=兆mf(t).一此dt を求めよ。
でμ,入は実数であり,μ羊入,μ= 0,λ= 0 とする。

、ー、ー

、^、、^

また, Re(S 一μ)> 0, Re(S一λ)> 0, t く 0 において f(t)= 0 とする。

以下の問いに答えよ

f(t)={__ー_

^

ー+Σ{α, COS(れt)+ b,sin(ηt)}

(2)次の関数F(S)の逆ラプラス変換f(t)を求めよ。

なお, t く 0 においてf(t)= 0 とする。

0

(3)周期2πの次の周期関数

f(t)
μeμt 一入e入t

μ一λ

係数α。を求めよ。

係数απを求めよ。

係数 bπを求めよ。

設問アから設問ウの結果をもとにフーリェ級数を求めよ

η=1

のフ

F(S)

0

4S2 -3S + 4

り工級数

S3 - S2 + 4S -4

目
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について,以下の設問に答えよ。
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